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チェルノブイリ原発事故から３０年たちましたが、いまだに事故

の最終解決のめどはたっていません。

１０００キロ離れたオーストリアで

イノシシ肉の汚染が検出されるなど、

大地は汚染されたままなのです。福島第一原発の

事故処理のめどもチェルノブイリと同様に全くた

たないことはあきらかです。 

だが政府は、熊本・大分の地震が続いているにもかかわらず、川

内原発の運転を継続しています。再び原発事故が起きたら政府は責

任をとれるのか！「想定外」のいいわけは通用しない！ただちに川

内原発を停止せよ。 

 

 
 

 

規制委員会の判断

から原発停止は必

要ない 

規制委員会が止

めなさいとは判

断できない 

責任のなすりつけ

あいはやめろ 


